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 研究要旨 

Turner症候群（TS）患者は、SHOX遺伝子の欠失または突然変異により高口蓋を呈することが知ら

れている。TS患者の口蓋形態に関する過去の報告では、高口蓋は１８～１００％の割合で認めると

されているが、計測点、計測方法の再現性が乏しい場合が多く、口蓋形態の三次元的な解析を行った

報告は未だ存在しない。今回我々は、東京医科歯科大学病院矯正歯科外来に来院した TS 患者１９名

（平均年齢７.８歳）の上顎歯列模型の三次元データを取得し、口蓋形態、歯列弓形態を解析したの

で報告する。三次元形態計測の結果、日本人標準値と比較して、口蓋幅、口蓋断面積は有意に小さい

ものの、口蓋の高さでは有意差を認めなかった。以上より、TS患者の口蓋形態は高口蓋ではなく狭

口蓋であることが示唆され、TS 患者における臨床的診断及び歯科矯正学的治療法を選択する上で重

要であると考えられた。 
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Ａ．研究目的 

Turner 症候群(TS)は、２本のX染色体のうち、 

１本の完全欠失あるいは、一部欠失または構造

異型を認める女性の先天性疾患であり、低身長、

性腺機能不全及び外反肘や翼状頸といった身体

的特徴を有することが知られているが、口腔内

の特徴について詳述した臨床研究は未だ少ない。

今回我々は日本人TS患者の口蓋形態に関して検

討を行ったので報告する。 

 

Ｂ．研究方法 

東京医科歯科大学病院矯正歯科外来に来院した

TS 患者１９名（平均年齢７.８歳）の上顎歯列模

型の三次元データを取得し、口蓋形態、歯列弓

形態を解析した。左右中切歯および左右第一大

臼歯の口蓋側歯頸最深点の４点を含む平面を水

平基準面とし、水平基準面と垂直に交わる第一

大臼歯口蓋側歯頸最深点の前頭断面を計測断面

とした。計測断面上において１）口蓋の幅、２）

深さ、３）断面積、４）口蓋角度を計測した。

また、左右第一大臼歯最遠心端を含み水平基準

面に垂直な面、水平基準面および口蓋表面によ

って規定される５）口蓋容積、６）口蓋表面積

を計測した。さらに、口蓋表面の定性的評価と

して口蓋表面の全症例の重ね合わせを行った。

さらに定量的評価として、前頭断面矢状断面を

それぞれ５分割、６分割し最長距離に対する各

垂線の長さの比率を算出した。口蓋表面の定性

的、定量的評価については狭口蓋を有する一般

女児と比較し、日本人標準値の存在するデータ

は standard scoreを、その他のデータに関しては

実測値を求め、Wilcoxonの順位和検定を用いて

統計学的に評価した。 

 （倫理面への配慮） 

本研究は東京医科歯科大学歯学部倫理委員会の

承認を得て行われた。（承認番号 D2014-002号） 
 

Ｃ．研究結果   

三次元形態計測の結果、日本人標準値と比較し

て、口蓋幅、口蓋断面積は有意に小さいものの、

口蓋の高さでは有意差を認めなかった。さらに、

口蓋表面の定性的、定量的評価からTS群におい

て、前頭断面は、コントロール群と比較して正

中口蓋縫線に向かって傾きが急であること、矢

状断面は、コントロール群と比較して切歯乳頭

からの傾きが急であることがわかった。 
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Ｄ．考察 

TS 患者の口蓋形態は高口蓋ではなく狭口蓋で

あることが示唆され、狭口蓋の要因として、口

蓋の横方向の成長障害、口腔周囲筋の不均衡が

考えられ、また高口蓋に見える理由として、狭

口蓋を有すること、さらに狭口蓋を有する一般

女児と比較し口蓋の高さが高いこと、外側口蓋

隆起が発達していることが考えられた。 

 

Ｅ．結論 

TS 患者の口蓋形態は高口蓋ではなく狭口蓋で

あることが示唆され、TS患者における臨床的診

断及び歯科矯正学的治療法を選択する上で重要

であると考えられた。 
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